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「岩ネット」IN日和田 所ハイ 清水 美紀 記

10月19日（土）どんよりと厚い雲の下、久々の高麗駅に降り立つ。

ん、雨？傘をさしている人がちらほら・・・中止？いやいや、そんな

はずはない。駅周辺は雨でも日和田に行けば、降っていないかもしれ

ないと一人歩き始める。

途中、心配になり参加予定のKさんに連絡すると、「岩場に向かって

歩いている」との事 良かった。途中、Sさんに会い２人で日和田に向かう。

駐車場で少し様子見、水谷さんの大丈夫でしょ！の声を合図に岩場へ向けて歩き出す。現場

に着き顔合わせ、初めてお会いする方も合わせて、14名の参加。

水谷さんの指示でルート取りが始まる。右側の岩場に３本・左側の岩場に２本のルートが決

まった。

５か月ぶりの岩ネット、始めは右側の真ん中寄りに取り付く、手・足に違和感なく恐怖心

も無し。今日の目標は登れるルートを如何に美しく優雅に、足を主とし、体重移動をスムー

ズに行うこと！

ビレー交代し他の方が登る様子を観察、２本目は一度も成功した事の無い、いちばん右の

ルートに挑戦。２本挑戦して２本とも失敗。２本目はＴさんにチョークで印まで付けてもら

ったのに・・・

Ｙさん曰く、チョーク印に足を置き体重移動をしたら、ふっと体が上がったよ！と、降りて

くる顔は実に楽しげで嬉しそう。ビレーしつつ次のルートをチラチラ。負の気持ちを払拭す

るべく、右面のいちばん左ルートにアタック！体は素直なもので楽なコースを進んでいたら

しく、下からダメ出し。え～うそ～と抵抗するも、悲しいかなビレーヤーの操り人形と化

し、強制下降。

再チャレンジ、午前中最後になるだろうと、特に体重移動を意識しつつ大事に登る。お腹は

ペコペコ。

昼食終了後は左側の岩場で練習、松ノ木ハング・その少し左に取り付く参加者を憧れ見なが

ら、中央ルート・左側ルートを練習。どちらのルートも逃げながらトップにタッチ経験はあ

ったものの、ＯＫと言われたのは初めてで、左ルートの最後の部分で、悪戦苦闘。水谷さん

が他のルート取り？でトップから、魔法のアドバイス、手がパンプ寸前！ あ～ら？不

思議、力がふっと抜けてトップのカラビナにタッチ。やったぁ！！あまりに嬉しくて岩にキ

スしてから下降。来てよかった・雨で中止にならなくてよかった。

最後に懸垂下降の復讐もさせて頂き、欲張りな１日となりました。

水谷さんはじめ参加された皆様、ありがとうございました。

岩ネット11月16日(土)/日和田山ゲレンデ現地９時集合
「クライミングを始めたい方、初級者大歓迎です。」

埼玉県勤労者山岳連盟第6号 2013年11月13日(水)発行


